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〔論文審査の要旨〕 
本論文は、バングラデシュの丘陵地帯（CHT）における政府と先住民族との長年にわたる紛争を
３つの調査村の事例研究を通して検証し、紛争の要因と和平協定が締結されたにも関わらず紛争が
解決しない現状を分析し、地域住民の視点を通して紛争の解決に向けた道筋を明らかにしようとす
るものである。本論文の構成は、以下の通りである。 
第一章は序論であり、近年の平和・紛争研究の理論的研究を概観し、全体論的アプローチを用い
る本研究の分析視角を検証する。第二章は、丘陵地帯の先住民族問題に関わる紛争研究を概観し、
紛争の歴史的な背景を検証する。第三章は、本論文の資料や調査手法、調査事例の背景などを整理
する。第四章は、紛争の歴史的背景を、植民地時代、パキスタン時代、バングラデシュ独立後の３
つに区分し、地域紛争の背景を検証する。第五章は、政府による同化政策や入植政策、軍の展開を
検証する。第六章は、1997年の和平協定の実効性と市民社会の役割を検証する。第七章は、紛争に
関わる政府、政党、地域自治組織、先住民族団体、難民などの多様な利害関係者の対立が地域紛争
の解決を妨げている状況を検証する。第八章は、ベンガル人入植者と先住民族との対立の構図を地
域社会の事例分析を通して分析し、紛争の要因が日常的な相互交渉の中で生み出されてゆく過程を
検証する。最後に第九章で、以上の議論が総括される。 
質疑応答では、地域紛争の背景としての 1971 年の独立戦争、慣習法と近代法との関係、先住民
の文化的多様性と政治課題としてのナショナリズムとの関係、紛争要因の解明における全体論的ア
プローチの有効性、国連などの国際社会による紛争解決への寄与、Tirbe などの先住民の概念区分
について、インフォーマントなどの出典の引用方法についてなど、多岐に渡る質問がなされた。 
これらの質問に対して、候補者からは適切な応答がなされ、最終提出に向けた論文作成の中で対
応されることが確認された。また、本論文が提示する分析視角や資料的な意義、その独自性が評価
され、バングラデシュの文化人類学的研究や世界の地域紛争研究に与えるその示唆は、学位論文の
成果に相応しいものとして判断された。 
以上の審査を経ることによって、審査委員会では全員一致で、本論文を、博士（学術）の学位を
授与されるに値するものと判定した。 
 
